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｢FAXコネクション+によるネットワークシステム 最寄りのファクシミリから手書きの伝票をパソコン(パーソナルコンピュータ)へ送

信するだけでダイレクトに伝票が入力できる｡パソコンでファクシミリデータを受信し,手書き文字を文字認識し,コードデータのファイルを

生成することにより,広く普及しているファクシミリをネットワーク入出力機器として扱える｡

最寄りのファクシミリから英数字,片仮名を手書

きで記入した用紙を直接コンピュータに送信するだ

けで,ダイレクトに伝票人力ができる機能をパソコ

ンで実現した｢FAXコネクション+を製品化した｡

｢FAXコネクション+の特長としては,広く普及

しているファクシミリを端末として利円することで

コンピュータネットワークシステムの構築に要する

投資額を低く抑えることができる点,また端末での

特別な操作を必要としないため導入が容易な点など

があげられる｡

*

r=一/二製作所オフィスシステム事業部

この｢FAXコネクション+をR立製作所では,オ

フィスプロセッサHITAC L-700(以下,L-700と略

す｡)シリーズですでに製品化しているが,このたび

コンピュータのダウンサイジングやオープン化に対

応し,口_うレヾ-ソナルステーションFLORA3010(以

下,FLORA3010と略す｡)シリーズ用として新たに

製.糾ヒした｡低価格のパソコンをプラットフォーム

とし,パソコン用OAソフトとの連携も想定され,通

用範幽も広がるものと思われる｡
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□ はじめに

｢FAXコネクション+は,広く普及しているファクシミ

リとパソコンによってネットワークシステムを構築でき

る製品である｡英数字,片仮名を手書きで記入したm紙

を品寄りのファクシミリからセンターのパソコンに送信

すると,センターのパソコンではコードデータに自動的

に変検するので,コンピュータ端末のキーボードからデ

ータが人力されたように処理できる｡

これまでコンピュータネットワークシステム化されな

かった′J､規模の業務や,一度用紙にデータを記入したあ

と,郵便やファクシミリで一か析に用紙を卒去送したあと

であらためてオペレーターによってキーボードからデー

タを人力していた業務などへ適用することにより,シス

テム構築にかかる費用を低く抑えながら業務の効率化が

凶れる｡

｢FAXコネクション+は,L-700シリーズで平成4年に

初めて製品イヒし,同シリーズでのリリース後も機能アッ

プを図ってきた｡ユーザーニーズを逐次製品に反映して

きたことで,操作性に優れ,豊富な機能を持つ完成度の

高い製占占としている｡′卜回のFLORA3010シリーズ対応

の製占占も,L-700シリーズ同様の豊富な機能を持つとと

もに,パソコン用の表計算などのOAソフトと組み合わ

せて利用できることにより,適用範囲が広がるものと思

われる｡

ここでは,このようなFLORA3010シリーズ｢FAXコネ

クション+の概‾安,開発した製品の特長について述べる｡
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囚｢FAXコネクション+の概要

2.1処理の概要

｢FAXコネクション+の処理概要を図1にホす｡英数

字,什仮名を手書きで記入した糊紙をファクシミリから

センターのパソコンに送伝すると,センターのパソコン

で自軌的に受信し,文丁子二認識を行う｡オペレーターによ

る文字の確認修正を行ったあとで,認識の結果はファイ

ルに1三成され,ユーザーが作成した業務プログラムのデ

ータとして収り込んだり,表計算などのOAソフトで取

り込むことができる｡ユーザープログラムを組み込み,

ファクシミリ壕伝した内容を確認のためにファクシミリ

送信元に返送することもできる｡

2.2 適用が想定される業務

コンピュータネットワークシステムによって処月旦する

業務にはさまぎまなものがあるが,｢FAXコネクション+

を迫川する業務として受発注業務の例を図2に示す｡

図2にホす受発注業務へ適用した場合では,導入前は

行意先からの沌注メモのファクシミリ送信,受信メモの

内容の伝票への転記,ホストコンピュータへのデータ人

力という3段階の作業が必要であったのに対し,導入彼

は幸三子意先からのヲ芭注伝票をファクシミリで受信し,文字

認識されたデータの確認･修〕卜を行うだけで作業が完了

するので,伝票への車云記とデータ入力を省力化できる｡

他の例として,支店から郵便またはファクシミリで動体

管理表を本社に送付し,本社で集小してデータ入力を行

っている場介なども,適用吋能な業務に想定される｡
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:′1‾＼-ファクシミリデータの自動

受信と文字認識

･之1オペレーターによる文字認識
結果の確認と修正

(コードデータファイルを生成する｡)

(′享)業務プログラムヘのデータの
取り込み,ホストコンピュータ

ヘのファイル転送,表計算
などのOAソフトヘのデータ

の取り込み(ただL,業務プロ
グラムやホストヘのファイル

転送プログラムは,｢FAXコネ

クション+に含まない.､)
ヰユーザープログラムを組み込み,

確認書を送付元へ返送

図l｢FAXコネクション+の処理概要 ｢FAXコネクション+は,ファクシミリデータを受信して文字認識を行い,コードデータに変換す

る｡そのほかに,G3ファクシミリヘイメージデータやコードデータを出力する機能を持つ｡
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導入前 データ入力

伝票に転記

FJORA3010

姦
メモ

AlOOが50個

B200が32個

導入後

主文一謂

×X零.盲宗主 8.弓20E

l芦主各号･＼三t′■†且･㌧

■昌去呂呂1三冒一丁卜3三呂

二.主文あ〔かとうこき■し､ます

.主文絹刀二啓三‡.を右再■､､
賢します

鮎春吉い上‥拓三軍さ

AlOO十 5す＋了.000

日2〔〉0

__旦乙+_芦2p

1

FAX

コネクション

確認書返送

メモ

AlOOが50個

B200が32個

主文伝票

1×商店 弓 8月20日

1こ箋

姦

姦

.主文伝票入力画面
写意先番号川1

｢高富妄引J呂
十‾‾

A100 ■

轟

認識テ一夕

†:
不読データ修正

【書…琵1竺
萄孟番号 唱 鋲 全 韓

さ看了里

一指転送
(ファイル伝送)

ホ
ス
ト
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

＋
小
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

図2 適用業務の例一受発注業務 ｢FAXコネクション+の導入前に得意先からの発注データをファクシミリで受信して伝票に転記後,ホ

ストコンピュータにデータ入力していた作業が,導入後は文字認識の結果データの確認･修正だけの作業となる｡ユーザープログラムを組み込

むことによって得意先への確認書を返送し,得意先が発注内容を確認することもできる｡

2.3 文字認識についての仕様概略

文字認識についての仕様を表1に示す｡ファクシミリ

が入ノJ機器のため,傾きの日動補‾ll三,データ開始位置の

【ヱl動補止,トド逆向きに入ノJされた場合の補止など,

OCR(光洋式文字読取装置)に比一校していくつかの補完

的な機能を｢FAXコネクション+は持つ｡また,OCRで

利鞘するドロップアウトカラーを含む川紙ではなく,i扶

のけい繰を片トーた普通川紙を伝票に利用できる｡

2.4｢FAXコネクション+のハードウェア･ソフトウェア構成

｢FAXコネクション+のハードウェア･ソフトウェア

表l｢FAXコネクション+文字認識仕様

ファクシミリから入力されたイメージデータの傾きや上下の向

きを補正する機能がある｡

接 布売 対 象 G3規格ファクシミリ(ファイン,ノーマル両モ
フ ァク シ ミリ

-ド対応)
受信用紙サイズ A5判～B4判

制御 回 線数 l回線/FLORA30】0】台当たり

対象文字種
手書き:英数字,片仮名,記号
活字:OCR-Bフォントの英数字,日立製作所ワ

-70口"WordPal”のゴシック数字

対象文字の大きさ
手書き:縦3.5～6mmX横5～8mm
OCR-Bフォント:+lSC-6250サイズl,+lSC-

6250Yレンジ

ファクシミリ

送受信速度 A4判l枚当たり約60s(目安)

認 識 速 度 A4判】枚当たり約30s(目安)

伝票の 向 き 横向きの入力可能

帳票フォーマット 16種葉頁の帳票フォーマットを同時に処理可能

原稿の補正 4r)までの傾きの自動補正,上下逆向き補正

構成を表2に示す｡ファクシミリデータモデムとイメー

ジ処押･認識ボードはFLORA3010本体に内蔵できるボ

ードとして開発した｡｢FAXコネクション+が動作する

OSにMicrosoftWindows3,1削)を採用することにより,

Windows上で劾作する他のアプリケーションソフトか

ら｢FAXコネクション+で牛成するコードデータファイ

ルが利JHでき,連携が図れるようにした｡表2に示す構

成で1回線を処理するため2回線以上のシステムを構築

する場合は,LANシステム化しFLORA3010を複数台接

続して利用する｡

※1)MicrosoftとWiIldowsは,米同MicrosoftCnrp.の摘標

である｡

表2 ｢FAXコネクション+のハードウェア･ソフトウエア構成

しANボードを付加することでLANシステムに対応できる｡

′＼

【

ド

シ ス テ ム 装 置 FLORA30川D〕モデルVもしくはDTモデル〉

メ モ リ 12メカン(イト以上

ハ
ー ド デ ィ ス ク 170メガバイト以上

7アクシミリデータモデム(内蔵ボード)最大l枚

イメージ処理･認識ボード 最大l枚

そ の 他 の 機 器 ディスプレイ,キーボード,マウス

ソ

フ

ト

適 用 O S MS-DOS*5.0/V＋Microso什Windows3.l

アプリケーションソフト ｢FAXコネクション+＋ファクシミリライブラリ

* MS-DOSは,米国MicrosoftCorp.の登録商標である｡
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凶｢FAXコネクション+の特長

3.1ファクシミリ入力による伝票フォーマットのプロ

トタイプ作成

ファクシミリ受信,文字認識,確認修止,コードデー

タファイル生成の一連の｢FAXコネクション+の処理を

実行する前に,伝票内の文字認識すべき項目の位置や属

性といったフォーマットを定義しておく必要がある｡こ

の伝票フォーマットは,ファクシミリから人ノJしたイメ

ージデータをもとにプロトタイプを作成し定義する｡プ

ロトタイプ作成の手順を図3に示す｡イメージデータか

らけい線を自助的に認識してけい線のフォーマットを内

面に表示し,けい線の開始位置や長さを自動的に決定す

る｡ユーザーはそれをもとに文字認識する項目の位置や

属性を定義できる｡最初に,ワープロ(ワードプロセッ

サ)など伝票のフォーマットを作成してしまえば,それを

用いて伝票のプロトタイプが作成でき,同時にファクシ

ミリからの入力伝票として採用できるため,伝票の設計

作業が大幅に軽減できる｡

3.2 複数の伝票フォーマットの入力

｢FAXコネクション+では伝票上に伝票IDという種別

を設けることによ-),複数のフォーマットの伝票をラン

ダムに受信し処理できる｡3けた程度のIDを伝票上部の

ID枠に記入した伝票をファクシミリから送信すると,ID

認識処理を行い,どの伝票フォーマットが送信されたか

を判断し,その伝票フォーマットの定義に従って処理を

行う｡この伝票IDの認識により,16種類の伝票フォーマ

ット(用紙の長さ,向きの異なる伝票も可)をランダムに

受信して処理できるとともに,上下逆向きに伝票が人力

された場合でも.トトの向きを補止する｡

3.3 パソコン標準プラットフォーム対応

｢FAXコネクション+はデータ人力機能を提供する製

品であり,人力したデータの加+二･蓄積は他のアプリケ

ーションソフトで行う必要がある｡他のアプリケーショ

※2)CSVは,Comma-SeparatedValuesの略で,項目と項

臼の間をカンマで区切ったテキストファイルの形式を

甲
應
ファクシミリから入力

ワープロなどで

フォーマットを

作成

.__r

パーソナルステーション

FLORA3010

∈垂∋
けい線の開始位置などを

自動的に生成し,画面上

で設計する必要がない｡

図3 伝票フォーマットのプロトタイプ作成

ワープロなどで作成したフォーマットデータをファクシミリ入

力することにより,プロトタイプの自動生成ができる｡

ンソフトとしては,業務プログラムをユーザーが作成す

る以外に,表計算･データベースといった市販のパッケ

ージソフトとの組み合わせが考えられる｡このため,プ

ラットフォームとしてパソコンOSの標準となりつつあ

るMicrosoftWindows3.1対応とした｡Windows対応の

アプリケーションソフトでは,ユーザーインタフェース

が共通的で,操作がわかりやすい｡また,生成するデー

タをCSV削)形式のファイルとした｡CSV形式はWin-

dows対応の市販のアプリケーションソフトの多くがサ

ポートするファイルの形式であり,汎(はん)月㌢性がある｡

また,LAN環境でも,ファイルサーバを経由して他のク

ライアントパソコンから｢FAXコネクション+のデータ

を扱うことで,処理分散による効率化が図れる｡

巴 おわりに

｢FAXコネクション+をFLORA3010シリーズ対応とし

たことにより,低価格でL-700シリーズ｢FAXコネクシ

ョン+同様の豊富な機能を実現した｡また,パソコン標

準プラットフォームのMicrosoftWindows3.1をベース

に動作することにより,ユーザーがすでに慣れ親しんで

いるアプリケーションソフトとの連携が可能である｡今

後,受発注などの基幹系業務だけでなく,OA系業務への

適用も想定され,ファクシミリを利用したオンラインシ

言う｡ ステム構築に幅広く対応できる製品として期待できる｡
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